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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
肝
炎
被
害
者
救
済
策
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
及
び
四
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
約
七
千
の
医
療
機
関
（
あ
て
先
不
明
で
あ
る
も
の
を
除

く
。
）
に
対
し
、
昨
年
十
一
月
七
日
に
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る
可
能
な
限
り
の
投
与
の
事

実
の
伝
達
及
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
当
該
医
療
機
関
に
お
い
て
同
製
剤
を

べ
ん

投
与
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
人
数
、
同
製
剤
を
投
与
し
た
事
実
を
伝
え
た
人
数
、
診
療
録
、
手
術
記
録
、
分
娩
記
録
、
製
剤

使
用
簿
等
の
保
管
状
況
等
に
つ
い
て
の
調
査
（
以
下
「
保
管
状
況
等
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
よ
う
協
力
の
依
頼
（
以

下
「
医
療
機
関
あ
て
協
力
依
頼
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
�
添
厚
生
労
働
大
臣
は
、
本
年
一
月
八
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
厚
生
労
働

省
が
医
療
機
関
に
対
し
て
指
示
し
て
い
る
旨
の
答
弁
は
行
っ
て
い
な
い
。

一
の
�
及
び
�
、
二
の
�
並
び
に
三
に
つ
い
て

現
在
、
保
管
状
況
等
調
査
に
対
す
る
医
療
機
関
か
ら
の
回
答
を
集
計
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
投
与
の

事
実
の
伝
達
に
つ
い
て
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

一



の
発
表
の
時
期
は
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

二
の
�
、
五
及
び
六
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
三
月
四
日
の
三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
を
使
用
さ

れ
た
者
は
、
推
定
約
二
十
八
万
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
医
療
機
関
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
に

対
し
て
早
急
に
可
能
な
限
り
投
与
の
事
実
の
伝
達
及
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
本
年
一
月
二
十
三
日
ま
で
の
三
か
月
間
に
お
い
て
、
一
の
�
に
つ
い
て

で
述
べ
た
と
お
り
、
医
療
機
関
あ
て
協
力
依
頼
を
行
っ
た
ほ
か
、
社
団
法
人
日
本
医
師
会
会
長
に
対
し
、
昨
年
十
月
二
十
六

日
に
、
保
管
状
況
等
調
査
に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
を
行
う
と
と
も
に
、
昨
年
十
一
月
七
日
に
、
医
療
機
関
あ
て
協
力
依
頼
に

つ
い
て
の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
Ｂ
型
及
び
Ｃ
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
対
す
る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
国
民
や
実
施

二



主
体
で
あ
る
都
道
府
県
へ
の
周
知
や
そ
の
実
施
準
備
の
た
め
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
実
施

す
る
予
定
で
平
成
二
十
年
度
予
算
案
に
必
要
額
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
日
以
前
の
治
療
費
に
つ
い
て
助
成
対

象
と
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

八
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
際
の
休
暇
に
つ
い
て
、
特
に
肝
炎
患
者
の
権
利
と
し
て

認
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
に
対
す
る
配
慮
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

事
業
主
へ
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

九
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
八
条
の
二
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
に
対
す
る
配
慮
を
行
う
よ
う
、
事
業
主
に
求
め
て
ま
い
り
た
い
。

十
及
び
十
一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
与
党
肝
炎
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
医
療
費
助
成
案
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十

年
度
予
算
に
医
療
費
助
成
の
た
め
に
必
要
な
額
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
該
助
成
案
に
お
け
る
自
己
負
担
額
に
つ

三



い
て
は
、
高
額
療
養
費
制
度
を
踏
ま
え
、
患
者
の
負
担
が
過
度
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
。
第
百
六
十
八
回
国
会
に
提
出
さ
れ
た
肝
炎
対
策
基
本
法
案
及
び
特
定
肝
炎
対
策
緊
急
措
置
法
案
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
国
会
等
で
議
論
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

十
二
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
理
事
長
に
は
、
独
立
行
政
法
人
と
し
て
公
共

性
の
高
い
同
機
構
の
業
務
に
関
す
る
高
度
な
知
識
及
び
経
験
や
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
の
能
力
を
有
す
る
者
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
お
り
、
次
期
理
事
長
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
早
急
に
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

十
三
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
製
薬
企
業
へ
の
職
員
の
再
就
職
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
五
月
三
十
一
日
以
降
、
「
事
務
次
官
、

官
房
長
及
び
薬
務
局
の
指
定
職
を
経
験
し
た
者
が
、
製
薬
企
業
の
役
員
に
再
就
職
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
粛
を
促
す
」
こ

と
や
「
本
省
課
長
以
上
の
経
験
の
あ
る
者
が
、
離
職
後
二
年
以
内
に
製
薬
企
業
に
再
就
職
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

へ
の
再
就
職
の
承
認
申
請
を
行
わ
な
い
よ
う
自
粛
す
る
」
こ
と
等
の
自
粛
措
置
を
講
じ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

と
も
こ
れ
ら
の
措
置
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

四



十
四
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分
科
会
申
し
合
わ
せ
（
平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
）
を
参
考

に
、
御
指
摘
の
検
討
会
の
構
成
員
の
過
去
三
年
間
の
講
演
料
等
の
受
領
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
更

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
査
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
当
該
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
御
指
摘
の
検
討
会
の
構
成

員
の
行
為
は
、
当
該
申
し
合
わ
せ
上
の
利
益
相
反
行
為
に
当
た
る
も
の
で
は
な
く
、
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

十
五
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
投
与
後
の
四
百
十
八
例
の
肝
炎
等
発
症
患
者
の
症
状
等
に
関
す
る
調
査

に
つ
い
て
、
調
査
票
、
調
査
の
手
順
を
示
し
た
書
類
等
の
作
成
等
所
要
の
準
備
を
行
い
、
本
年
一
月
十
六
日
に
、
患
者
本
人

又
は
そ
の
遺
族
等
に
対
し
て
、
現
在
の
健
康
状
態
等
に
関
す
る
調
査
票
、
平
成
十
四
年
頃
の
健
康
状
態
等
に
関
す
る
調
査
票
、

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
投
与
時
の
症
状
に
関
す
る
調
査
票
等
を
送
付
し
、
当
該
患
者
の
健
康
状
態
、
治
療
内
容
等
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
患
者
本
人
又
は
そ
の
遺
族
等
に
対
し
て
は
、
調
査
票
等
が
届
い
て
か
ら
三
週
間
以
内

に
返
送
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
る
が
、
当
該
調
査
結
果
の
公
表
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

十
五
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

五



厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
調
査
票
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
投
与
後
の
肝
炎
等
の
症
状
の
発
症
に
関
し
、
自
由
に
御
回
答

い
た
だ
く
欄
を
設
け
て
お
り
、
当
該
回
答
欄
に
本
人
又
は
遺
族
等
の
声
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

十
六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
四
一
八
名
の
リ
ス
ト
」
に
記
載
が
あ
る
方
々
が
、
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及
び
特
定
血
液
凝
固
第
�
因

子
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第

二
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
裁
判
所
に
お
い
て
個
々
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
お
尋
ね

の
救
済
対
象
者
の
人
数
及
び
裁
判
所
に
既
に
申
請
し
て
い
る
人
数
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

十
七
の
�
及
び
十
九
に
つ
い
て

一
の
�
及
び
�
、
二
の
�
並
び
に
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
現
在
、
保
管
状
況
等

調
査
に
対
す
る
医
療
機
関
か
ら
の
回
答
を
集
計
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
調
査
項
目
の
う
ち
、
診
療
録
等
の
保
管
状
況

に
つ
い
て
は
、
本
年
一
月
十
一
日
時
点
で
回
答
の
あ
っ
た
医
療
機
関
に
お
い
て
、
平
成
六
年
以
前
の
診
療
録
等
の
記
録
が
一

六



部
で
も
保
管
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
同
月
十
七
日
に
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、

順
次
集
計
し
た
回
答
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

十
七
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
三
十
日
以
前
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
を
投
与
し
た
記
録
に
関
し
、
診
療
録
、

製
剤
使
用
簿
等
の
保
管
状
況
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
柳
澤
前
厚
生
労
働
大
臣
の
答
弁
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
を
高
額
療
養
費
制
度
上
の
特
定
疾
病
に
追
加
す
る
に
は
、

健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、

政
府
に
お
い
て
検
討
中
の
肝
炎
患
者
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
対
す
る
医
療
費
助
成
そ
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

で
は
な
い
。
な
お
、
現
在
政
府
に
お
い
て
検
討
中
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て

い
る
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
と
同
様
の
手
続
に
よ
る
患
者
自
己
負
担
に
対
す
る
助
成
を
考
え
て
お
り
、
現
行
法
の
改
正
や

新
た
な
立
法
を
行
わ
ず
に
、
平
成
二
十
年
度
予
算
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。七


